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菅
直
人
・
内
閣
総
理
大
臣
は
９

月
１７
日
、
内
閣
改
造
を
実
施
し
新

た
な
内
閣
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

【
写
真
は
内
閣
広
報
室
提
供
】

同
日
午
後
、
菅
総
理
は
初
閣
議

を
開
き
、
改
造
内
閣
の
基
本
方
針

�
左
掲
�
を
決
定
し
た
。
ま
た
、

夜
に
は
記
者
会
見
を
開
き
、「『
有

言
実
行
内
閣
』
を
ま
さ
に
実
現
し

た
い
」と
今
後
の
抱
負
を
語
っ
た
。

新新
閣閣
僚僚
のの
顔顔
ぶぶ
れれ

【
平
成
２２
年
９
月
１７
日
発
足
】

▽
内
閣
総
理
大
臣
�
菅
直
人（
衆
）

▽
総
務
大
臣
、
内
閣
府
特
命
担
当

大
臣
（
地
域
主
権
推
進
）
、
地
域

活
性
化
担
当
�
片
山
善
博
（
民

間
）
▽
法
務
大
臣
、
拉
致
問
題
担

当
�
柳
田
稔
（
参
）
▽
外
務
大
臣

�
前
原
誠
司
（
衆
）
▽
財
務
大
臣

�
野
田
佳
彦
（
衆
）
▽
文
部
科
学

大
臣
�
�
木
義
明
（
衆
）
▽
厚
生

労
働
大
臣
�
細
川
律
夫
（
衆
）
▽

農
林
水
産
大
臣
�
鹿
野
道
彦

（
衆
）
▽
経
済
産
業
大
臣
�
大
畠

章
宏
（
衆
）
▽
国
土
交
通
大
臣
、

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
沖
縄
及

び
北
方
対
策
）
、
海
洋
政
策
担
当

�
馬
淵
澄
夫（
衆
）▽
環
境
大
臣
、

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
防
災
）

�
松
本
龍
（
衆
）
▽
防
衛
大
臣
�

北
澤
俊
美
（
参
）
▽
内
閣
官
房
長

官
�
仙
谷
由
人
（
衆
）
▽
国
家
公

安
委
員
会
委
員
長
、
内
閣
府
特
命

担
当
大
臣
（
消
費
者
及
び
食
品
安

全
、
少
子
化
対
策
、
男
女
共
同
参

画
）
�
岡
崎
ト
ミ
子
（
参
）
▽
郵

政
改
革
担
当
、
内
閣
府
特
命
担
当

大
臣
（
金
融
）
�
自
見
庄
三
郎

（
参
）
▽
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
経
済
財
政
政
策
、
科
学
技
術
政

策
）
、
宇
宙
開
発
担
当
�
海
江
田

万
里
（
衆
）
▽
国
家
戦
略
担
当
、

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
「
新
し

い
公
共
」
）
�
玄
葉
光
一
郎
（
衆
）

▽
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
行
政

刷
新
）
、
公
務
員
制
度
改
革
担
当

�
蓮
舫
（
参
）

各
閣
僚
を
始
め
と
す
る
政
務
三

役
は
、
次
の
方
針
に
基
づ
き
、
職

務
に
専
念
す
る
も
の
と
す
る
。

一
、
昨
年
の
政
権
交
代
の
原
点
に

立
ち
返
り
、
国
民
の
皆
様
に
お
約

束
し
た
政
策
を
政
治
主
導
・
官
邸

主
導
で
実
現
す
る
た

め
、
政
府
与
党
が
一

丸
と
な
っ
て
邁
進
す
る
。

一
、
国
民
が
未
来
に
対
し
希
望
を

持
て
る
社
会
を
創
る
た
め
、
経
済

・
財
政
・
社
会
保
障
の
一
体
的
建

て
直
し
に
誠
心
誠
意
取
り
組
む
。

そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は
直
近
の
円

高
・
デ
フ
レ
状
況
に
対
す
る
緊
急

な
対
応
を
行
う
と
と
も
に
、
一
刻

も
早
く
こ
う
し
た
状
況
か
ら
脱
却

し
て
、
本
年
六
月
十
八
日
に
閣
議

決
定
し
た
「
新
成
長
戦
略
」
の
着

実
か
つ
早
急
な
実
現
を
図
る
。

一
、
各
閣
僚
は
、
国
民
の
代
表
で

あ
る
国
会
が
選
ん
だ
菅
内
閣
の
一

員
と
し
て
、
国
務
大
臣
と
し
て
の

総
合
的
な
立
場
か
ら
、
省
益
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
菅
総
理
の

指
示
の
下
で
一
体
と
な
っ
て
、
内

外
の
政
策
課
題
に
取
り
組
む
。

一
、
限
ら
れ
た
人
材
・
予
算
を
有

効
に
活
用
す
る
観
点
か
ら
、
行
政

の
無
駄
遣
い
の
根
絶
を
一
層
徹
底

す
る
ほ
か
、
情
報
公
開
を
更
に
進

め
る
こ
と
に
よ
り
、
「
行
政
の
透

明
化
」を
推
進
す
る
。

一
、
政
務
三
役
と
官

僚
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
と

責
任
を
明
確
に
し
、
相
互
に
緊
密

な
情
報
共
有
、
意
思
疎
通
を
図

り
、
政
府
全
体
が
一
体
と
な
っ

て
、
真
の
政
治
主
導
に
よ
る
本
格

的
な
政
策
運
営
に
取
り
組
む
。

９
月
１６
日
に
発
足
し
た
菅
改
造

内
閣
の
総
務
大
臣
に
は
、
片
山
善

博
氏
が
就
任
し
た
。
片
山
氏
は
昭

和
２６
年
７
月
生
ま
れ
の
５９
歳
。
４９

年
４
月
に
自
治
省
へ
入
省
後
、
鳥

取
県
総
務
部
長
、
同
省
固
定
資
産

税
課
長
、
同
省
府
県
税
課
長
な
ど

を
歴
任
。
平
成
１０
年
１２
月
に
退
官

し
、
翌
１１
年
４
月
か
ら
２
期
に
わ

た
り
鳥
取
県
知
事
を
務
め
た
。
ま

た
、
知
事
引
退
後
は
慶
應
義
塾
大

学
教
授
に
就
任
し
た
ほ
か
、
政
府

の
第
２９
次
地
方
制
度
調
査
会
副
会

長
に
も
就
任
し
、
答
申
を
麻
生
太

郎
総
理
（
当
時
）
に
手
渡
し
た
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1773号９月２５日平成22年
（2010年）

菅菅改改造造内内閣閣がが発発足足

基基
本本
方方
針針（（
平平
成成
２２２２
年年
９９
月月
１１７７
日日
閣閣
議議
決決
定定
））

総総
務務
相相
にに
片片
山山
善善
博博
氏氏

９月１７日

第２９次地制調答申手交当時のもよう
【平成２１年６月１６日＝内閣広報室撮影】

（１） 平成２２年９月２５日 第１７７３号
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前
号
に
引
き
続
き
今
号
で
は
、

大
串
夏
身
・
昭
和
女
子
大
学
大
学

院
教
授
か
ら
寄
稿
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
議

会
図
書
館
」
を
掲
載
し
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
駆
使
し
た
情
報
の
検

索
方
法
や
議
会
図
書
館
の
充
実
に

向
け
た
活
用
方
法
を
探
り
ま
す
。

検検
索索
方方
法法
をを
覚覚
ええ
るる

こ
れ
は
使
え
そ
う
だ
と
い
う
サ

イ
ト
や
検
索
エ
ン
ジ
ン
が
見
つ
か

っ
た
と
き
は
、
登
録
し
て
お
き
ま

す
が
、
あ
と
で
、
時
間
が
あ
る
と

き
に
、
ど
の
よ
う
な
情
報
が
分
か

る
の
か
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
は
サ
イ

ト
の
な
か
の
ど
こ
に
あ
る
の
か
、

ど
の
よ
う
に
検
索
す
る
と
い
い
の

か
、
な
ど
に
つ
い
て
簡
単
な
メ
モ

を
作
っ
て
、
他
の
人
に
も
回
覧
す

る
と
い
い
で
し
ょ
う
。
サ
イ
ト
・

ペ
ー
ジ
の
数
が
多
い
の
で
、
気
が

つ
い
た
人
が
メ
モ
を
作
っ
て
回
覧

し
て
、
情
報
を
共
有
化
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
（
ま
た
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
画
面
を
見
て
い
る

と
、
他
の
人
か
ら
み
る
と
あ
れ
は

個
人
的
な
必
要
で
閲
覧
し
て
い
る

の
で
は
、
と
い
う
疑
念
を
呼
ぶ
時

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
防
ぐ
た
め

に
も
職
場
の
ル
ー
ル
と
し
て
必
要

だ
と
思
い
ま
す
）

よ
く
使
う
検
索
エ
ン
ジ
ン
は
、

職
場
で
も
一
度
時
間
の
あ
る
時
に

検
索
方
法
を
み
な
で
勉
強
し
て
お

く
と
い
い
で
し
ょ
う
。
私
が
書
い

た
本（『
チ
ャ
ー
ト
式
情
報
ア
ク
セ

ス
ガ
イ
ド
』（
青
弓
社
）な
ど
で
紹

介
し
て
い
る
検
索
エ
ン
ジ
ン
で

も
、
実
際
に
検
索
す
る
と
な
る
と

分
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を

時
々
聞
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
印
刷

物
の
辞
書
・
事
典
と
同
じ
よ
う
に

調
べ
方
を
学
ん
で
お
か
な
い
と
必

要
な
と
き
に
的
確
・
迅
速
に
探
せ

な
い
と
い
う
こ
と
と
同
じ
で
す
。

た
と
え
ば
「
法
令
デ
ー
タ
提
供

シ
ス
テ
ム
」で
す
。
こ
れ
は
、現
在

の
法
律
等
の
最
新
の
も
の
が
分
か

る
も
の
で
す
が
、
検
索
エ
ン
ジ
ン

は
画
面
を
見
ま
す
と
２
つ
並
ん
で

い
ま
す
�
見
本
�
。
上
の
検
索
エ

ン
ジ
ン（「
法
令
用
語
検
索
」と
な

っ
て
ま
す
）は
、全
て
の
法
律
等

を
対
象
に
全
文
検
索
が
で
き
る
も

の
で
す
。
下
の
検
索
エ
ン
ジ
ン

（「
法
令
索
引
検
索
」と
な
っ
て
い

ま
す
）は
、法
令
名
等
の
中
に
あ
る

キ
ー
ワ
ー
ド
を
対
象
に
検
索
で
き

る
も
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
特
定

の
法
律
と
そ
れ
に
関
連
し
た
施
行

規
則
・
政
令
・
省
令
・
基
準
な
ど
を

調
べ
る
と
き
は
、
下
の
検
索
エ
ン

ジ
ン
の
テ
キ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
に
キ

ー
ワ
ー
ド
を
入
力
し
て
検
索
し
ま

す
。
上
の
検
索
エ
ン
ジ
ン
は
、
特

定
の
法
律
に
関
連
し
た
法
律
に
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
探
し
て

み
る
と
い
う
時
に
使
い
ま
す
。
日

頃
気
が
つ
か
な
い
法
律
も
実
は
関

連
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

いい
つつ
もも
参参
照照
すす
るる
ササ
イイ
トト
はは

リリ
ンン
クク
集集
をを
作作
っっ
てて
おお
くく

仕
事
で
使
う
た
め
に
は
、G

o

o
g
le

やY
a
h
o
o
!JA
P
A
N

を

使
っ
て
検
索
す
る
と
い
う
の
も
ひ

と
つ
の
方
法
で
す
が
、
い
つ
も
参

照
す
る
よ
う
な
サ
イ
ト
は
、
リ
ン

ク
集
を
作
っ
て
お
い
て
、
こ
こ
に

あ
る
は
ず
と
い
う
カ
ン
が
働
い
た

と
き
は
そ
の
サ
イ
ト
に
行
っ
て
、

サ
イ
ト
内
検
索
エ
ン
ジ
ン
を
使
っ

て
キ
ー
ワ
ー
ド
す
る
と
い
い
で
し

ょ
う
。
た
と
え
ば
、
あ
る
省
庁
が

発
表
し
た
情
報
を
入
手
す
る
と

か
、
自
治
体
の
連
合
組
織
が
発
表

し
た
情
報
を
入
手
す
る
と
か
の
場

合
で
す
。
そ
れ
に
対
す
る
評
価
や

コ
メ
ン
ト
を
探
し
た
い
と
い
う
場

合
は
、G

o
o
g
le

やY
a
h
o
o
!J

A
P
A
N

で
検
索
し
ま
す
。
こ
こ

で
も
全
体
を
対
象
に
し
た
検
索

と
、
ブ
ロ
グ
だ
け
を
対
象
に
し
た

検
索
と
両
方
を
や
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
評
価
、
コ
メ
ン
ト
は
意
外

と
ブ
ロ
グ
に
書
き
込
ま
れ
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
よ
く
参
照
す

る
サ
イ
ト
は
リ
ン
ク
集
を
作
っ
て

お
い
て
す
ぐ
に
参
照
で
き
る
よ
う

に
し
て
お
く
と
い
い
で
し
ょ
う
。

こ
れ
は
用
途
別
と
か
内
容
別
と
か

基
準
を
作
っ
て
、
分
類
し
て
お
く

と
い
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
し
て

も
多
く
な
っ
て
く
る
と
分
か
ら
な

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
は
あ

く
ま
で
個
人
の
覚
え
と
い
う
レ
ベ

ル
で
考
え
て
お
く
べ
き
こ
と
で
、

古
く
な
っ
た
り
、
リ
ン
ク
が
外
れ

た
り
し
た
と
き
は
、
気
が
つ
い
た

と
き
に
修
正
す
れ
ば
い
い
と
い
う

ス
タ
ン
ス
で
考
え
ま
す
。
い
つ
も

最
新
の
も
の
に
と
い
う
の
は
、
時

間
的
に
も
無
理
が
あ
り
ま
す
。
探

し
て
い
る
過
程
で
こ
れ
は
い
い
と

思
っ
た
も
の
は
リ
ン
ク
集
に
登
録

し
て
お
く
と
い
い
で
し
ょ
う
。

【
３
面
へ
続
く
】

〈２〉

イイ
ンン
タタ
ーー
ネネ
ッッ
トト
とと
議議
会会
図図
書書
館館

昭
和
女
子
大
学
大
学
院
教
授

大
串
夏
身
氏

【上】前回の１７７２号で紹介した、「電子政府の総合窓口」イ
ーガブ（e-Gov）内にある、「法令データ提供システム」の検
索画面。「法令用語検索」と「法令索引検索」で構成される。
【下】裁判所のサイトのトップページ。右上の「裁判所情
報」をクリックすると、判例を検索することができます。

見本�

見本�

第１７７３号 平成２２年９月２５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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議議
会会
所所
在在
地地
変変
更更

判
例
は
、
「
裁
判
所
」
の
サ
イ

ト
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
�
２
面
見
本

�
�
の
右
上
の
ボ
タ
ン
「
裁
判
例

情
報
」
の
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す

る
と
検
索
エ
ン
ジ
ン
が
出
て
き
ま

す
。こ
の
検
索
エ
ン
ジ
ン
で
は
、い

ま
の
と
こ
ろ
戦
後
の
最
高
裁
判

所
、
高
等
裁
判
所
の
全
て
の
判
例

と
地
方
裁
判
所
（
下
級
裁
判
所
）

の
平
成
に
入
っ
て
か
ら
の
一
部
の

も
の
が
検
索
で
き
ま
す
。
判
例
の

番
号
が
分
か
っ
て
い
れ
ば
簡
単
に

検
索
で
き
ま
す
。
判
決
を
出
し
た

裁
判
所
名
と
時
期
と
関
係
す
る
法

律
が
分
か
れ
ば
、
か
な
り
の
精
度

で
検
索
で
き
ま
す
。
時
期
は
、
１

年
く
ら
い
の
範
囲
指
定
を
し
て
検

索
す
る
と
い
い
よ
う
で
す
。

判
例
は
、
い
つ
も
検
索
す
る
と

い
う
も
の
で
は
な
く
て
、
仕
事
上

突
然
検
索
す
る
こ
と
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
な
れ
て
い
な
い
人
は
、

テ
キ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
に
、
事
件
が

お
こ
っ
た
地
域
名
と
か
、
関
与
し

た
組
織
名
を
入
れ
て
検
索
し
ま
す

が
、
こ
れ
で
は
検
索
で
き
ま
せ

ん
。
関
係
す
る
法
律
名
で
検
索
す

る
の
が
基
本
で
す
。
こ
う
し
た
こ

と
は
商
標
・
特
許
の
検
索
に
も
言

え
ま
す
。
議
員
の
方
が
、
商
品
開

発
の
た
め
に
相
談
を
受
け
た
と
い

う
こ
と
で
、
特
定
製
品
の
部
位
の

特
許
や
商
品
名
に
関
わ
る
商
標
の

検
索
の
依
頼
を
受
け
る
こ
と
が
あ

る
で
し
ょ
う
。
検
索
す
る
と
図
面

ま
で
表
示
で
き
、
図
面
の
印
字
出

力
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ

が
な
か
な
か
難
し
い
。
手
順
を
覚

え
て
お
く
と
い
う
の
も
難
し
い
。

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
メ
モ
を

作
っ
て
お
く
と
い
い
で
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
も
の
は
結
構
あ
り
ま

す
。
せ
っ
か
く
す
ぐ
に
わ
か
る
も

の
が
、
わ
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う

の
は
残
念
な
こ
と
で
す
。
議
員
の

方
も
分
か
ら
な
い
の
で
聞
い
て
く

る
わ
け
で
す
か
ら
、
地
域
の
議
会

図
書
館
の
方
が
集
ま
っ
て
研
修
会

を
開
い
て
、
検
索
画
面
を
印
刷
し

て
、
検
索
画
面
を
表
示
す
る
た
め

に
ク
リ
ッ
ク
す
る
ボ
タ
ン
に
赤
丸

を
つ
け
た
り
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
の

テ
キ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
る
キ

ー
ワ
ー
ド
な
ど
を
メ
モ
と
し
て
記

入
し
て
お
く
と
い
い
で
し
ょ
う
。

（
な
お
表
示
さ
せ
て
い
る
ペ
ー
ジ

を
画
像
と
し
て
ワ
ー
ド
や
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
に
貼
り
付
け
る
に
は
、

「F
n

」
キ
ー
を
押
し
た
ま
ま
キ

ー
ボ
ー
ド
右
上
に
あ
る
「P

rtS
c

」

（
（
「P
R
T
S
C
S
Y
S
Y
R
Q

」

と
い
う
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
も
あ
り
ま

す
）
）
の
キ
ー
を
押
し
て
、
画
面

に
ワ
ー
ド
や
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を

表
示
さ
せ
、
白
紙
の
シ
ー
ト
の
上

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
コ
ピ
ー
で
き

ま
す
。
）

検検
索索
結結
果果
のの
評評
価価
、、

情情
報報
のの
評評
価価

G
o
o
g
le

で
検
索
し
た
け
れ

ど
、
本
当
に
こ
れ
は
信
用
し
て
い

い
も
の
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
、

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
そ
の
サ
イ
ト
を
総
合
的
に
判

断
す
る
よ
り
他
に
な
い
の
で
す
。

偽
の
情
報
を
表
示
し
て
楽
し
ん
で

い
る
人
も
い
る
よ
う
で
す
の
で
、

そ
う
し
た
サ
イ
ト
の
ペ
ー
ジ
が
検

索
で
き
た
と
し
て
も
、
偽
だ
と
評

価
す
る
、
そ
う
し
た
判
断
基
準
を

持
て
る
よ
う
な
る
こ
と
も
必
要
で

す
。
そ
こ
で
、
少
し
判
断
基
準
を

考
え
て
み
ま
す
。

ま
ず
、
�
記
載
さ
れ
て
い
る
情

報
の
出
所
が
明
確
で
あ
る
こ
と
。

（
伝
聞
、
噂
は
論
外
で
、
二
次
情

報
は
一
次
情
報
の
所
在
を
明
示
し

て
あ
る
こ
と
。
）
�
同
じ
情
報
で

も
、
公
的
な
機
関
の
ペ
ー
ジ
の
も

の
を
よ
り
精
度
の
高
い
も
の
と
し

て
扱
い
、
ま
た
、
公
的
な
機
関
の

情
報
で
も
、
情
報
を
作
成
し
た
組

織
が
明
示
さ
れ
て
い
る
も
の
を
、

二
次
情
報
と
一
次
情
報
と
あ
れ

ば
、
一
次
情
報
を
よ
り
精
度
の
高

い
も
の
と
し
て
扱
う
。
（
テ
ー
マ

に
よ
っ
て
は
、
個
人
の
サ
イ
ト
で

も
よ
り
精
度
が
高
い
情
報
を
提
示

し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
）
�

特
定
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
意
見

の
異
な
る
も
の
は
、
公
平
に
扱

う
。
�
ペ
ー
ジ
内
の
誤
字
・
誤
植

の
類
が
少
な
い
、
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
自
分
な
り
の
基
準
を
作
っ
て

お
く
と
い
い
で
し
ょ
う
。

図
書
室
な
ど
で
利
用
者
に
示
す

と
き
は
、
あ
る
程
度
、
基
準
を
作

っ
て
お
い
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
て

検
索
結
果
を
提
示
す
る
と
い
う
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

（
次
号
へ
続
く
）

【
２
面
か
ら
続
く
】

▼
議
長

▽
高
石

権
野
功
至
郎（
５
・
１９
）

▽
敦
賀

宮
崎
則
夫（
６
・
７
）

▽
石
巻

黒
澤
和
雄（
６
・
１０
）

▽
江
津

土
井
正
人（
６
・
１０
）

▽
都
留

熊
坂
栄
太
郎（
６
・
１１
）

▽
古
河

堀
江
久
男（
６
・
１１
）

▽
神
戸

荻
阪
伸
秀（
６
・
１１
）

▽
西
宮

上
谷
幸
彦（
６
・
１１
）

▽
芦
屋

徳
田
直
彦（
６
・
１１
）

▽
和
歌
山

山
本
宏
一（
６
・
１１
）

▽
福
山

徳
山
威
雄（
６
・
１１
）

▽
小
松
島

宮
崎
欽
司（
６
・
１１
）

▽
高
知

水
口
晴
雄（
６
・
１１
）

▽
塩
竈

佐
藤
貞
夫（
６
・
１５
）

▽
練
馬
西
山
き
よ
た
か（
６
・
１７
）

▽
市
原

宇
田
川
昭
男（
６
・
１７
）

▽
珠
洲

中

秀
一（
６
・
２２
）

▽
川
越

小
林

薫（
６
・
２２
）

▽
奈
良

山
本

清（
６
・
２２
）

▽
徳
島

西
條
正
道（
６
・
２４
）

▽
さ
ぬ
き

多
田
照
雄（
６
・
２５
）

▽
新
発
田

巖

昭
夫（
６
・
２８
）

▽
富
士
吉
田
加
々
美
宝（
６
・
２８
）

▽
行
田

野
村
正
幸（
６
・
２９
）

▽
三
島

佐
藤

晴（
６
・
２９
）

▽
あ
わ
ら

丸
谷
浩
二（
７
・
１
）

▽
二
本
松

斎
藤
賢
一（
７
・
１２
）

▽
尼
崎

仙
波
幸
雄（
７
・
１３
）

▼
副
議
長

▽
高
石

畑
中
政
昭（
５
・
１９
）

▽
敦
賀

河
端

満（
６
・
７
）

▽
石
巻

阿
部
政
昭（
６
・
１０
）

▽
江
津

河
野
正
行（
６
・
１０
）

▽
都
留

堀
口
良
昭（
６
・
１１
）

▽
古
河

黒
木
ヒ
サ
子（
６
・
１１
）

▽
神
戸

平
野
章
三（
６
・
１１
）

▽
西
宮
森
池
と
よ
た
け（
６
・
１１
）

▽
芦
屋

幣
原
み
や（
６
・
１１
）

▽
小
松
島

大
木

進（
６
・
１１
）

▽
高
知

山
根
堂
宏（
６
・
１１
）

▽
塩
竈

嶺
岸
淳
一（
６
・
１５
）

▽
甲
府

荻
原
隆
宏（
６
・
１６
）

▽
田
辺

小
川
浩
樹（
６
・
１６
）

▽
練
馬
内
田
ひ
ろ
の
り（
６
・
１７
）

▽
市
原

小
出
譲
治（
６
・
１７
）

▽
尾
道

吉
田
尚
徳（
６
・
１８
）

▽
呉

土
井
正
純（
６
・
１８
）

▽
東
広
島

石
原
賢
治（
６
・
１８
）

▽
足
利

渋
澤
克
博（
６
・
２２
）

▽
川
越

荻
窪
一
郎（
６
・
２２
）

▽
奈
良

中
西
�
日
出（
６
・
２３
）

▽
周
南

米
沢
痴
達（
６
・
２３
）

▽
徳
島

岡
南

均（
６
・
２４
）

▽
館
山

小
沼

晃（
６
・
２５
）

▽
さ
ぬ
き

塚
原
孝
雄（
６
・
２５
）

▽
中
津

草
野
修
一（
６
・
２５
）

▽
富
士
吉
田
及
川
三
郎（
６
・
２８
）

▽
宇
都
宮

金
子
和
義（
６
・
２９
）

▽
行
田

漆
原
金
作（
６
・
２９
）

▽
三
島

碓
井
宏
政（
６
・
２９
）

▽
富
士

太
田
美
満（
６
・
３０
）

▽
あ
わ
ら

北
島

登（
７
・
１
）

▽
二
本
松
平
塚
與
志
一（
７
・
１２
）

▽
尼
崎

上
松
圭
三（
７
・
１３
）

▼
事
務
局
長

▽
あ
わ
ら

田
崎
正
實（
４
・
１
）

▽
福
岡

森

英
之（
４
・
１
）

▽
甲
州
市
（
山
梨
県
）

〒
４
０
４
―
８
５
０
１

甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
８
５

番
地
１

※
Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
に
つ

い
て
は
、
変
更
な
し

議議

会会

人人

事事

（３） 平成２２年９月２５日 第１７７３号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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千
年
を
超
え
る
歴
史
に
支
え
ら

し
が
ら
き

れ
た
陶
器
の
都
、
信
楽
。
滋
賀
県

甲
賀
市
内
に
位
置
す
る
信
楽
は
、

日
本
六
古
窯
（
備
前
、
丹
波
、
越

前
、
信
楽
、
瀬
戸
、
常
滑
）
に
数

え
ら
れ
、
日
本
を
代
表
す
る
陶
器

の
産
地
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し

た
。
今
な
お
、
信
楽
で
は
伝
統
的

な
技
術
が
受
け
継
が
れ
て
お
り
、

古
い
登
り
窯
や
煙
突
、
陶
器
工
場

な
ど
、
ど
こ
か
懐
か
し
い
風
景
が

色
濃
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

か
た
や
国
内
外
か
ら
陶
芸
家
が

集
ま
る
「
滋
賀
県
立
陶
芸
の
森
」

や
「
ミ
ホ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
な
ど

が
存
在
し
、
国
際
的
な
顔
も
持
ち

合
わ
せ
て
い
る
信
楽
。
平
成
２２
年

秋
、
伝
統
性
と
国
際
性
を
併
せ
持

つ
信
楽
を
舞
台
に
「
信
楽
陶
芸
ト

リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１
０
『
信
楽

ま
ち
な
か
芸
術
祭
』
」
が
開
催
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

「
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
と
は
イ

タ
リ
ア
語
で
、
３
年
に
一
度
の
サ

イ
ク
ル
で
開
催
さ
れ
る
国
際
的
な

芸
術
祭
の
意
。
イ
ベ
ン
ト
の
愛
称

と
な
っ
た
「
信
楽
ま
ち
な
か
芸
術

祭
」
は
、
市
民
へ
名
称
を
公
募
し

た
結
果
、
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

１０
月
１
日
を
初
日
と
す
る
芸
術

祭
の
開
催
期
間
は
、
１１
月
２３
日
ま

で
の
５４
日
間
。
こ
の
芸
術
祭
は
、

メ
イ
ン
会
場
へ
一
極
集
中
さ
せ
る

囲
い
込
み
型
の
イ
ベ
ン
ト
と
は
せ

ず
、
各
会
場
で
無
料
配
布
さ
れ
る

公
式
周
遊
ガ
イ
ド
を
片
手
に
、
自

由
に
散
策
を
楽
し
め
る
「
ま
ち
な

か
周
遊
型
」
と
し
た
点
が
特
徴
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ア
ー
ト
作
品
を

鑑
賞
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

信
楽
の
風
土
、
高
原
の
ま
ち
の
心

地
よ
さ
を
感
じ
て
も
ら
お
う
と
す

る
想
い
も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
内
に
分
散
し
て
設
け
ら
れ
た

会
場
は
全
部
で
５
つ
。
▽
ま
ち
な

か
会
場
▽
陶
芸
の
森
会
場
▽
ミ
ホ

し
が
ら
き
の
み
や

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
会
場
▽
紫
香
楽
宮

会
場
▽
朝
宮
会
場
―
―
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
が
特
色
あ
る
展
示
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

ま
ち
な
か
会
場
で
は
、
窯
元
散

策
路
エ
リ
ア
の
倉
庫
、
空
き
店
舗

な
ど
を
活
用
し
た
ア
ー
ト
展
示
を

鑑
賞
。
さ
ら
に
各
窯
元
で
は
、
や

き
も
の
の
制
作
風
景
を
も
見
学
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

陶
芸
の
森
会
場
で
は
、
信
楽
焼

の
あ
る
生
活
の
心
地
よ
さ
を
提
案

す
る
「
ラ
イ
フ
・
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

展
」
を
開
催
の
ほ
か
、
信
楽
焼
の

二
大
巨
匠
に
よ
る
特
別
展
「
し
が

ら
き
や
き
―
直
方
の
茶
陶

春
斎

の
壺
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
イ
ベ

ン
ト
タ
イ
ト
ル
を
構
成
す
る
「
直

方
」
「
春
斎
」
と
は
、
信
楽
焼
の

二
大
巨
匠
の
名
前
。
上
田
直
方

氏
、
高
橋
春
斎
氏
は
信
楽
焼
の
伝

統
技
法
を
守
り
な
が
ら
も
、
独
自

の
感
性
を
盛
り
込
ん
だ
作
品
を
制

作
し
て
お
り
、
と
も
に
滋
賀
県
指

定
無
形
文
化
財
保
持
者
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
両
氏
は
現
代
信
楽

焼
の
代
表
作
家
と
し
て
活
躍
す
る

ほ
か
、
多
く
の
後
進
作
家
に
も
影

響
を
与
え
て
お
り
、
信
楽
焼
の
持

つ
魅
力
を
広
く
世
間
へ
伝
え
る
に

は
最
適
の
人
物
で
す
。

ま
ち
全
体
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
と
し
、
「
や
き
も
の
文

化
」
の
素
晴
ら
し
さ
を
国
内
外
へ

発
信
す
る
芸
術
祭
。
地
域
資
源
や

財
産
を
活
か
し
た
取
り
組
み
に
、

期
待
が
高
ま
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
信
楽
町
へ
の
行
き
方
】

電
車
Ｊ
Ｒ
草
津
駅
か
ら
約
１
時
間

Ｊ
Ｒ
琵
琶
湖
線「
草
津
駅
」経
由
、

草
津
駅
着
「
貴
生
川
駅
」
乗
換
、

信
楽
高
原
鐵
道
「
信
楽
駅
」
下
車

バ
ス
石
山
駅
か
ら
約
１
時
間

帝
産
バ
ス「
石
山
駅
」発「
信
楽
」行

自
家
用
車
新
名
神
高
速
道
路

「
信
楽
Ｉ
Ｃ
」か
ら
約
１０
分
、
名
阪

国
道「
壬
生
野
Ｉ
Ｃ
」か
ら
約
３０
分

信
楽
陶
芸
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１
０『
信
楽
ま
ち
な
か
芸
術
祭
』

滋賀県甲賀市

やや
きき
もも
のの
文文
化化
をを
国国
内内
外外
へへ
発発
信信

土土とと炎炎ののおおくくりりもものの
１１００月月１１日日かからら５５４４日日間間開開催催

市 政
ニュース
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